
本
書
の
書
写
人
に
つ
い
て
他
の
尊
経
閣
文
庫
の
古
典
籍
と
比
較

し
た
結
果
、
古
巻
子
本
「
吉
日
抄
』
と
筆
跡
を
同
じ
く
す
る
こ
と

を
認
め
得
た
。
同
書
末
に
は
異
筆
で
「
以
先
父
自
筆
之
証
本
書
写

与
愚
息
長
周
詑
、
是
宋
人
呉
祐
之
筆
也
、
司
儀
令
丹
波
〔
花
押
〕
」

な
る
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
同
文
庫
の
古
巻
子
本
『
座
右
抄
』
の
料

紙
に
は
本
書
と
同
様
の
具
注
暦
用
卦
紙
が
用
い
て
あ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
も
含
め
、
今
後
さ
ら
に
本
書
に
つ
い
て
書
誌
・
内
容
の
両

面
か
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）

小
島
原
泰
民
に
は
「
歯
科
病
理
各
論
」
上
・
下
巻
（
明
治
二
三
年

刊
）
、
『
歯
科
小
枝
』
（
同
年
刊
）
、
『
歯
科
解
剖
学
」
（
同
二
四
年
刊
）
、

「
歯
科
生
理
学
」
（
同
二
六
年
刊
）
、
『
実
地
必
携
内
科
攪
要
」
（
同
二

六
年
刊
）
、
『
裁
判
歯
科
学
」
（
同
二
七
年
刊
）
、
『
歯
科
冶
金
学
」
（
同

二
九
年
刊
）
、
「
歯
科
必
読
外
科
通
論
、
全
」
（
同
年
刊
）
、
『
歯
科
病
理

各
論
、
完
」
（
同
三
○
年
刊
）
、
『
歯
科
生
理
学
』
再
版
（
同
三
一
年
刊
）
、

『
崎
形
歯
論
」
（
同
三
二
年
刊
）
、
『
雛
歯
矯
正
術
』
（
同
三
三
年
刊
）
、

『
歯
科
解
剖
図
譜
」
（
同
三
五
年
刊
）
な
ど
多
数
の
著
（
訳
）
害
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
著
書
が
わ
が
国
の
黎
明
期
に
お
け
る
歯
科
界
に
及

し
た
影
響
は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

小
島
原
泰
民
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
二
四
日
、
福
島
県

会
津
高
田
町
大
字
藤
家
館
字
藤
田
の
農
家
の
五
男
と
し
て
生
れ
る
。

羽
小
島
原
泰
民
と
そ
の
訳
（
著
）
書

○
谷
津
三
雄
、
渋
谷
鉱
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子
供
の
と
き
、
ど
も
り
が
ち
で
母
親
は
そ
の
育
て
方
に
大
変
苦
心

し
た
。
子
供
の
頃
か
ら
脚
立
の
上
に
板
を
の
せ
、
そ
の
上
で
砂
で

調
剤
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
。
一
四
～
一
五
歳
頃
、

若
松
の
医
師
斎
藤
幸
元
先
生
宅
に
書
生
に
入
り
、
よ
く
外
国
語
を

堪
能
し
た
。
一
六
歳
の
と
き
上
京
。
苦
労
し
て
、
明
治
二
一
年
四

月
二
六
日
、
医
術
開
業
試
験
に
合
格
、
東
京
の
牛
込
区
神
楽
坂
二

’
一
○
に
お
い
て
賛
化
堂
医
院
と
し
て
内
科
を
開
業
、
か
た
わ
ら

警
察
医
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
海
軍
省
の
嘱
託
、
東
京
歯
科

専
門
医
学
校
（
明
治
一
二
年
〈
一
八
八
八
〉
四
月
、
京
橋
区
弥
左
衛
門

町
に
創
立
さ
れ
た
わ
が
国
最
初
の
歯
科
医
育
機
関
）
、
歯
科
矯
和
会
（
明

治
二
一
年
八
月
一
二
日
創
立
）
、
明
治
二
二
年
九
月
に
歯
科
講
義
会
と

改
称
。
更
に
私
立
大
日
本
歯
科
講
義
会
（
年
代
不
詳
）
と
改
称
し
た
。

ま
た
、
長
交
会
（
明
治
三
一
年
設
立
）
な
ど
で
講
習
会
の
講
師
と
し

て
勤
務
、
そ
の
間
に
欧
米
の
医
学
書
、
歯
学
書
を
読
破
し
訳
し
、

あ
る
い
は
講
義
録
と
し
て
次
々
と
発
行
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
歯

科
医
学
専
門
学
校
創
立
当
時
（
明
治
四
二
年
八
月
）
の
法
医
学
教
授

と
し
て
名
を
連
ね
た
が
、
登
校
す
る
こ
と
な
く
、
病
気
で
奥
様
と

娘
さ
ん
、
お
よ
び
孫
二
人
の
全
部
を
な
く
し
た
の
を
機
に
、
東
京

で
の
開
業
を
や
め
故
郷
に
帰
省
し
て
会
津
高
田
町
赤
留
街
道
で
開

業
し
て
い
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
五
月
二
一
日
五
九
歳
で
没

し
た
。
会
津
高
田
町
の
医
王
院
常
照
山
大
光
寺
に
医
勲
院
芳
誉
泰

民
情
居
士
と
し
て
眠
っ
て
い
る
。

な
お
、
東
京
歯
科
専
門
医
学
校
は
久
保
田
豊
と
医
師
石
橋
泉
の

二
名
で
明
治
二
一
年
四
月
二
日
認
可
、
同
年
五
月
五
日
開
講
し

た
が
、
校
長
の
石
橋
泉
が
六
月
四
日
か
ら
登
校
し
な
い
の
で
、
久

保
田
が
一
人
で
維
持
で
き
な
い
の
で
、
明
治
二
一
年
八
月
三
一
日

に
廃
校
届
け
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
久
保
田
か
ら

全
く
同
じ
名
称
の
「
東
京
歯
科
専
門
医
学
校
」
で
「
專
ラ
歯
科
医

学
ヲ
教
授
シ
歯
科
医
ヲ
養
成
ス
ル
目
的
」
と
し
、
明
治
二
一
年
九

月
六
日
付
で
日
本
橋
区
蛎
殼
町
に
設
立
を
出
願
。
同
年
一
○
月
一

日
開
校
し
、
明
治
三
二
年
二
月
ま
で
経
営
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

石
橋
泉
も
明
治
二
一
年
九
月
一
八
日
付
で
同
校
名
、
し
か
も
、
同

じ
目
的
を
掲
げ
、
下
谷
区
御
徒
町
で
設
立
願
い
を
提
出
し
、
九
月

二
三
日
認
可
、
そ
の
後
、
神
田
区
錦
町
に
移
り
、
二
月
五
日
に

開
校
、
同
二
二
年
二
月
六
日
付
で
廃
校
し
た
。
す
な
わ
ち
、
東

京
歯
科
專
門
医
学
校
と
い
う
同
名
の
学
校
は
三
校
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）
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